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今年 1 年お疲れさまでした！ 

 まもなく令和 6 年も終わります。先日、晴れた日に玄関前の松の雪つり作業が 

行われました。この雪つりを見ると、いよいよ冬本番だなと思います。 

 12 月に入り、天候が荒れる日も多くなってきました。悪天候の中、子どもた 

ちが慣れない傘をさして登下校している姿をみると、心配になります。そんな様 

子を保護者の皆さまとセーフティスタッフの皆さま、多くの方々から子どもたち 

を見守っていただいていることに感謝いたします。 

 

4 年生“東青山小学校と関屋分水の関わりについて聞こう” 

 自分たちが通っている学校は、関屋分水ができる前と後ではどん 

な地域だったのかを、風間一夫さんを講師にお招きして、お話を聞 

きました。この地域は、関屋分水ができるまでは、田んぼばかりの 

農村地帯だったこと、できた後は宅地化が進み、人口が増えたため、 

小針小学校と青山小学校の分離新設校として、1980 年 4 月に東青 

山小学校が開校したことなど、子どもたちはメモをとりながら、真 

剣に聞いていました。 

 

5 年生“地域を守ろう「今の自分たちができることを考えよう」” 

                            もし、いま、災害が起きたとしたら自分たちは何ができるんだろ 

う？この地域の人たちはどんなことをしたら、喜ぶのだろう？と、 

                    川村弥太郎さんから新潟地震の体験談を含めて、お話していただ 

きました。 

「経験したことは忘れない」 

                              「明日何が起こるか分からない。だから準備は今日のうちに！」 

                              新潟地震を体験しての教訓だそうです。 

                     また、子どもたちに、「ご近所にどんな人が住んでいるのか、知 

                    っておいてほしい。できれば、何かお手伝いできることがあるのか声 

                              を掛けられたらいいな！声を掛けられたら、嬉しいから。」とお話い 

ただきました。 

  

5 年生“邦楽教室” 
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冬支度をした松 

 

 

今年の邦楽教室は、演奏会と和楽器体験の 2 部構成でした。

まず、尺八の古木禮雲先生、三絃とお箏の渡辺瞳先生、お箏の

渡辺淳子先生から①六段の調べ ②春の海 ③飛鳥の夢の三曲

を演奏してもらいました。身近にない楽器の音色に子どもたち

は、耳を傾けて聴いてました。 

和楽器体験では、お箏は力強く、尺八は口の形と息づかいが

難しく苦戦していましたが、尺八の 

音が出ると、とても驚き、喜んでい 

ました。 

素敵な鑑賞と貴重な体験ができた 

鑑賞会でした。 

 

 



6 年生“なりたい自分”について学びました。 

   キャリア教育～なりたい自分を見つけよう～ 

 

11 月 29 日 スポーツに携わる仕事編～スポーツインストラクター～ 

 橋本 浩司さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 9 日 食に携わる仕事編～株式会社 グリーンフードサービス～(学校給食委託) 

        栄養士 白石康子さん、 調理員 岩野友記さん、 栄養教諭 川上先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 16 日 医療に携わる仕事編～診療放射線技師～ 

         齋藤 宏明さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

3 年生“書き初め見守り”お題は『心の友』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調理員の岩野さんは、毎日“おいしくなぁれ！”と思いながら、給食を

作っているから、子どもたちから“おいしかったー！”と言われると、

とても嬉しいとお話してくださいました。 

 栄養士の白石さんは、人気メニューの中から、クイズ形式で豆知識

や、給食室の様子をお話してくださいました。 

 最後に 2 キロの重さをしゃもじで持ったら、 

どんな感じなのか、1 人ずつ体験して、“たく 

さん作るって体力がいるんだね”“おもーい！”と、 

子どもたちは、言っていました。 

 

 診療放射線技師とは、お医者さんからの指示を 

受けて、X 線・MRI・CT 等で病気を写す“病の写 

真家”です。と、齋藤さんのお話は始まりました。 

 仕事をするうえで大事にしていることは、人とのつながり。診

療放射線技師は“縁の下の力持ち”。患者さんとの接点は少ないけ

れど、治療にあたる医師たちと連携コミュニケーションを深めて

おくと、より良い仕事ができるとお話くださいました。 

 齋藤さんのお仕事に対するお話を、子どもたちは真剣に、時に

はメモをとりながら聞いていました。 

 

 

ボランティアの岡さんから入っていただきました。それぞれの筆の

入れ方や書き方、バランスなどをアドバイスしてもらい、子どもたち

は、ゆっくり丁寧に筆を進めていました。 

書き進めていくうちに、上手な書き初めが出来上がっていきます。 

展示する時期を楽しみに、ぜひご覧ください。 

なりたての頃は「レッスン面白くない」と言われたことがショック

で、勉強してスキルをあげ、３年後には「あなたは今最高のインスト

ラクターです」と言われ、ものすごく嬉しかったそうです。 

スポーツジムだけではなく、老人ホームなどでも椅子に座りな

がらのストレッチ体操も教えているそうです。 

大切にしていることは「人とのつながり」「自分が楽しでいたら周り

も楽しくなる！」と２つの心得を教えて頂きました。 

 

 

書き初め作品 展示準備ボランティア募集 

作品展示に向けて、作品を台紙に貼る作業を行います。 

  日時  令和 7 年 1 月 20 日(月)～24 日（金） 

       各日とも９：３０～１１：３０  4 階 生活科室 

都合のつく時間だけでも OK です。お気軽にご参加ください。 

 


